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ている JN21 タイプ（kawamoto et al 2006 による分類）
に注目して, 新たに Dループ第１可変域 575塩基対のの
変異を解析し, 地域間の遺伝子変異を比較した.DNA 試
料は, 香川県小豆島,京都府伊根・宮津・丹後, 滋賀県マ
キノ, 福井県美浜, 石川県一里野, 岐阜県美並, 富山県
滑川・魚津・黒部・朝日の各地点で採取した 19 個体の
雌の血液と糞から調整した. 分析の結果, 19 個の試料か
ら 8 種類のハプロタイプを検出した.塩基置換サイトの
数は合計 14 箇所で, 8 タイプ間の置換数は最大値が 9, 
最小値が 1 であった. 各タイプの置換数を比較すると, 8
タイプは大きく 2 つのグループに分かれた. 1 つは香川, 
京都, 滋賀, 福井に分布する近畿グループ, 他の 1 つは




















2010 年 6 月 17 日から 2011 年 3 月 28 日に, ニホンザ
ル 2 個体において, 肩甲骨部, 前頭部, 大腿部の体毛を, 
約 1 カ月毎に剃り取り, 体毛の成長速度を測った. また, 
トウモロコシ（他の食物と比べて顕著に高い炭素安定同
位体比を示す）の給餌期間と, サル用固形ペレットの給
餌期間とを約 1 カ月ずつ交互に設け, 成長下にある体毛
の安定同位体比にどのように反映するか測定した. 
体毛は毛剃りを続けている間, 発毛・成長した. 2 個体
のそれぞれの成長速度は , 頭部で 0.46±0.03 ㎜ /day, 
0.37±0.15, 肩甲骨部で 0.66±0.20,0.57±0.06, 大腿部で
0.53±0.05,0.30±0.08 であった. 給餌実験直前に採取した
血液, 体毛, それまでに給餌していた固形ペレットの安
定同位体比の差から同位体分別率は, 体毛, 赤血球, 血
漿の順に窒素安定同位体では, 3.3‰, 3.1‰, 3.6‰, 炭素


















ニホンザル 4 頭の精管に針を挿入, 吸引し, うち 1 頭か
ら活性のある精子が得られた. 採取した生の精液を排
卵誘起したメスの膣内へ挿入したが, 妊娠の兆候は見
られなかった. 霊長類研究所飼育のオスについては,肛
門に電極棒を挿入し電気刺激を行う方法により, 2 頭中
1 頭から精液を採取した.本園飼育および霊長類研究所
飼育個体から得られた精子については, 液体窒素によ
る凍結保存を実施し, 後日融解し評価を行ったが,人工
授精に利用できるような精子性状は得られなかった . 
今後は, オスの精液採取率向上のための精液採取時期
および採取個体の見極め, メスの授精適期の見極めお
よび排卵誘起法についてさらなる検討を重ねる. また, 
精液の凍結融解について, 本園飼育の他の希少霊長類
への応用も視野に入れ, 良好な精子性状を得るための
条件を検討していくこととする. 
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コドモテナガザルの音声発達の縦断的な研究から, 
コドモは両親の歌に参加することで両親の歌に影響を
受けることが明らかとなり, 遺伝的な要因だけでなく
ある程度の学習経験によって獲得していることが示唆
された. 本研究では福知山市動物園で飼育されている
コドモテナガザル(3 歳)を対象に, 母親(飼育者)と同時
の発声場面を通して, 母親(飼育者)の何を手がかりに一
緒にグレートコール(GC)を発声するのか, 2006年に行っ
た実験をビデオ分析した.また, 同個体が性成熟(6 歳)し
